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要 旨 
【目的】研究の目的は、自治体の保健師が関わった 0 歳児虐待死亡事例における自治体と保健師の対

応課題を明らかにすることである。【方法】分析対象は、5 年度分（2019-2023）の 0 歳児における全死

亡 31 事例の検証報告内容である。分析は、自治体と保健師の対応課題に関する記述を抽出し、コーデ

ィング後に実装研究統合枠組み〈5 分類〉を用いて整理し、質的に分析した。【倫理的配慮】本研究は公

表された記述内容の分析であり、⼈を対象とした倫理的配慮を要さない。【結果】分析の結果、個人の能

力といった〈個人特性〉として、リスク判断の不足など 3 カテゴリ、所属組織の〈内的要因〉として、

事例管理体制の不備など 6 カテゴリ、関係機関・職種間の〈外的要因〉として、情報共有/リスク判断体

制の不備など 3 カテゴリの対応課題が抽出された。これらのカテゴリは、エビデンスに基づく、あるい

は倫理に基づく活動という〈介入特性〉を持ち、かつ〈プロセス〉の①情報収集・アセスメント・計画、

②実施・評価・改善、③プロセス展開の基盤のいずれかに位置づく対応課題であった。【考察】今後は、

今回明らかになった 0 歳児虐待死亡事例の背景にある個人・組織・関係機関間の各対応課題に対して、

解決改善を図る自治体および保健師の取り組みが急務である。 
 

キーワード：児童虐待死亡事例、保健師、対応課題、実装研究統合枠組み 

Keywords：child abuse death cases, public health nurse, response issues 

Consolidated Framework for Implementation Research 

ⅠⅠ．．緒緒言言 
児童虐待の死亡事例は、国（こども家庭審議会

児童虐待防止対策部会児童虐待等要保護事例の

検証に関する専門委員会）による検証がなされて

いる。国の検証報告には、虐待死亡事例（以下、

事例）ごとに、事例の概要、検証目的と方法、対

応上の課題、改善策の提言等が書かれている。し

かし、現実には児童相談所の児童虐待相談対応件

数は年々増加しており、依然として 0 歳児の死亡

が多いことが課題である１）。 
第 1 次から第 19 次に渡る検証報告 2）を読むと、

事例ごとに状況が異なり、背景や課題もさまざま

であった。年度ごとの全体版には様々な角度から

検証結果のまとめがなされているものの、0 歳児

に焦点をあてて総合的に分析した結果や、その中

で自治体の保健師（以下、保健師）の課題を明確

にした分析結果は示されていなかった。日本国憲

法のもと公衆衛生を担う保健師は、児童虐待の防

止等に関する法律（平成十二年法律第八十二号）

において早期発見等の役割が明記されており、母

子手帳交付時面接から妊婦とその家族を把握し、

早期から支援にあたることができる専門職であ

ることから、虐待による 0 歳児の死亡をなくすた

めに重要な人材である。 
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しかし、全国の自治体保健師を対象とした先行

研究では、保健師が抱える課題として、エビデン

スを活用する力量や 3,4）、組織文化を考慮し組織

内の学習風土を整える力量 4）の不足が示唆され

ている。これらの調査では、保健活動の領域別の

検討はなされていないため、虐待による 0 歳児の

死亡という予防すべき課題について、その解決改

善をめざす自治体保健師の課題を、エビデンス活

用や組織の対応面に着目して明確にする必要が

あると考える。そこで、本研究では、保健師が関

わった 0 歳児の事例における対応課題に着目し

た分析を試み、虐待による 0 歳児死亡の予防に役

立つ知見を得たいと考えた。本研究の目的は、自

治体の保健師が関わった 0 歳児虐待事例におけ

る保健師と保健師が所属する自治体の対応上の

課題（以下、対応課題）を明らかにすることとし

た。 
 
ⅡⅡ．．研研究究方方法法 

分析対象は、児童虐待等要保護事例の検証に関

する専門委員会による 5 年度分（2019-2023）の

虐待による死亡事例等の検証報告（以下、検証報

告）に記載された、保健師が関わった 0 歳児全 31
事例の記述内容である 2）。 

分析方法は、検証報告より対応課題に関する記

述を抽出し、意味内容を質的に分析し、コード化、

カテゴリ化を行った。カテゴリ化の枠組みには、

実装研究統合枠組み（Consolidated Framework for 
Implementation Research；以下、CFIR）5）を用いた。

CFIR とは、心理学・社会学・組織変化論など 19
の理論やモデルを統合して開発され 5）、実装科学

を用いた研究で最も活用されている枠組みであ

り 6）、他の枠組みに比べてエビデンスに基づく保

健活動を推進するうえで考慮すべき観点が網羅

されていることから 7,8）、児童虐待における複雑

な対応課題を特定するために有用と考えた。実装

科学とは，人々の健康課題を改善するために、エ

ビデンスに基づく実践、介入、および政策を日常

のヘルスケアと公衆衛生の場に組入れる学問領

域を指す 9)。 
CFIR 5 分類を用いたカテゴリ化では、次の（ ）

内に示した内容を着眼点とした。即ち、介入特性

（エビデンス・倫理に基づく活動）、プロセス（①

情報収集/アセスメント・計画、②実施・評価・改

善、③プロセス展開の基盤）、個人特性（個人の

能力・資質）、内的要因（所属組織内の状況、体

制）、外的要因（関係機関・職種の連携・協働、

体制）、である。本稿では、CFIR の構造上の特

徴より 8)、介入特性とプロセスは、個人、所属組

織、他機関・職種との関係、それぞれにあたる内

容があると考え、分析においては、まず個人特性

か、内的要因か、外的要因かに着眼し、次にその

介入特性とプロセスに着眼して質的に分析する

こととした。分析は、信用性を確保するために、

質的研究の経験が豊富な研究者 2 名と協議して

行うとともに、著者が所属する研究室メンバーか

ら意見を得て内容を改善した。協議においては、

各々が分析した結果を持ち寄り比較検討した。 
倫理的配慮について、本研究は公表された記述

内容の分析であり、⼈を対象とした倫理的配慮を

要さない。ただし、自治体名と事例の詳細につい

ては、本稿には記載しない。 
 
ⅢⅢ．．結結果果  

表 1 に抽出された対応課題を示した。個人特性、

内的要因、外的要因別に対応課題を表し、その内

訳をプロセスに沿って記載し、介入特性の内容を

有したものには〇印を付けた。各対応課題の末尾

の数字は抽出したコード数である。結果の文中、

「 」は検証報告の記述内容、〈 〉は対応課題を

示す。 
分析の結果、所在別の課題は 12 に整理され、

個人特性、内的要因、外的要因のそれぞれにプロ

セスの①②③、介入特性のエビデンスと倫理に関

する内容が含まれていた。 
1．個個人人特特性性 
1）） 対対象象ととのの信信頼頼関関係係構構築築のの失失敗敗 

「保健機関は母を特定妊婦として受理し、支援

を開始したが、母との関係がこじれた。その後、

出産・退院後の保健師訪問は二度とも父が対応し、

母に会えなかったにもかかわらず、その後の対応

を検討しなかった」、「家庭訪問では、父母の多胎

育児に関する困り感の真意を十分に引き出すこ

とができず、父母に保健師が相談相手であること

を認識してもらうことができなかった」など 12
の記述より、〈対象との信頼関係構築の失敗〉と

いう対応課題が抽出された。 
2）） 情情報報収収集集・・アアセセススメメンントトにによよるるリリススクク判判断断                  

のの不不足足 
「母が家を出た後（中略）、父子のみの生活と

なった家庭の状況や父の養育状況をアセスメン

トできていなかった」、「実母の妊娠の届出時に A 
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市は実母と面接を行い、その内容等から要支援妊

婦と判断をしたが、特定妊婦として検討すること

はなかった。また、インテークにおいて家族構成

や居住地等の基本的事項は把握したが、それ以外

の夫婦関係や実母の成育歴、親族との関係性、周

囲から得られる支援等を初期の段階で把握しな

かった」、「状況の変化や母の養育能力、きょうだ

いを含む過去からの相談経過がアセスメントに

考慮されていなかった。複数回にわたり関係機関

に母から SOS が示されていたが、虐待リスクの

高まりを的確に捉えることができなかった」、「多

胎は児童福祉法上の特定妊婦を検討する要素の

一つであるが、総合的に判断するものとされてい

る。本事例では、妊娠届出書受付時に、多胎

であると把握したものの、課題は多胎のみと捉え、

特定妊婦または要支援妊婦として妊娠期からフ

ォローが必要であると判断できなかった。母が妊

娠届出書に『困ったときに助けてくれる人がいる』

と記入したことで、具体的な支援内容を聞かず、

『協力者がいる』と短絡的に判断したことは課題

である。初産婦、特に多胎妊娠の妊婦であり、育

児について具体的なイメージが持てていないこ

とを考慮する必要があった」など 73 の記述より、

〈情報収集・アセスメントによるリスク判断の不

足〉という対応課題が抽出された。 
3）） リリススクク判判断断・・危危険険予予知知にに基基づづくく助助言言・・指指導導のの

不不備備 
「母に対して子への不適切なかかわり方につ

いて助言はしていたが、母が 1 人で抱えてた困り

ごとに寄り添った改善策を提供できていなかっ

た」、「生後まもない本児を 1 人で別室で寝かせる

ことについて同室で寝るよう指導し、寝返り時の

窒息の事故予防等について指導しているが、乳児

を長時間放置することが非常に危険な行為であ

 
表表１１．．虐虐待待死死亡亡検検証証報報告告ににみみるる 00 歳歳 3311 事事例例へへのの自自治治体体・・保保健健師師のの対対応応課課題題  

～～実実装装研研究究統統合合枠枠組組みみをを用用いいたた分分析析～～  
   

〇印：介入特性（エビデンス・倫理に基づく活動）の課題 
  

対応課題 プロセス：①情報収集・アセスメント・計画、②実施・評価・改善 
 

③プロセス展開の基盤 

個人特性（個人の能
力・資質）から生じる
課題 

〇 ①  ③ 対象との信頼関係構築の失敗  
  

12 

〇 ①  情報収集・アセスメントによるリスク判断の不足  
  

73 

〇 ②  リスク判断・危険予知に基づく助言・指導の不備  
  

8 

内的要因（所属組織
内の状況、体制）から
生じる課題 

〇 ①  漏れのないリスク判断体制の不備  
  

4 

〇 ②  リスク判断に基づく適切な支援/調整の不備  
  

13 

〇 ③  事例管理体制の不備（共通媒体/フローの開発/使用、支
援プロセスの定期報告・情報共有/協議・振り返り/評価）  46 

〇 ③ 原則徹底の不備（事実/現認確認、複数でのリスク判断/
協議、組織的に関与/支援）  

36 

〇 ④  組織風土の影響によるリスクの過少評価 
  

15 

〇 ③  事業の質を担保する人員配置や欠員補充の不足  
  

10 

外的要因（関係機関・
職種間の連携・協働、
体制）から生じる課
題 

〇 ①  関係機関・職種間における情報共有/リスク判断体制の
不備  

36 

〇 ②  関係機関・職種間におけるリスク対応支援/調整の不足 
  

30 

〇 ① ②  
③  

ハイリスク事例の同定/モニタリング/状況変化への組
織横断的な体制の不備  

32 
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るとの認識を父母に持たせるには至らなかった」

など 8 記述より、〈リスク判断・危険予知に基づ

く助言・指導の不備〉という対応課題が抽出され

た。 
2．内内的的要要因因 
1）） 漏漏れれののなないいリリススクク判判断断体体制制のの不不備備 

「本児は乳児健診を受けていないが、未受診

者の確認時期や方法等のマニュアルが整備され

ておらず、未受診者への支援を含めた対応が不

十分であった」、「（結果的にハイリスクであっ

た）本事例では、区役所の休日開庁日に区民課

に届け出を提出しており、 母親と担当職員が対

面して話すことができなかった」など 4 記述よ

り、〈漏れのないリスク判断体制の不備〉という

対応課題が抽出された。 
2）） リリススクク判判断断にに基基づづくく適適切切なな支支援援/調調整整のの不不備備 

「本市では産後ケア事業が実施されていた。産

後ケア事業の活用が検討されたが、実際には利用

料金が高いなどの理由で、利用されなかった」、

「本児出生の数年前、母が DV 被害を訴えた際に、

母が父を頼らなくても自立できるように、生活全

体を見据えた今後のあり方を提案し支援する必

要があったが、その場その場での DV への対応し

かできていなかった」など 13 の記述より、〈リス

ク判断に基づく適切な支援/調整の不備〉という

対応課題が抽出された。 
3）） 事事例例管管理理体体制制のの不不備備（（共共通通媒媒体体/フフロローーのの開開

発発/使使用用、、支支援援ププロロセセススのの定定期期報報告告・・情情報報共共有有

/協協議議・・振振りり返返りり/評評価価）） 
「本ケースの（担当保健師による）アセスメン

トやプランニングが、管理職を含めた組織として

共有されていなかった」、「市では、妊娠届出を○

センターや○課、○支所の窓口で提出することが

できる。○センターでは、届出時に母子保健相談

員等専門の職員が直接対面して、妊娠や出産、育

児に関する疑問や悩みなどを聞くことができる

が、それ以外の窓口では対応できない」、「市と児

童相談所との連絡は電話やメールで行われるが、

担当者不在時や夜間・休日において、双方が持っ

ている情報を正確且つ迅速に共有できる仕組み

がなかった」など 43 の記述より、〈事例管理体制

の不備（共通媒体/フローの開発/使用、支援プロ

セスの定期報告・情報共有/協議・振り返り/評価）〉

という対応課題が抽出された。 
 
 

4）） 原原則則徹徹底底のの不不備備（（事事実実/現現認認確確認認、、複複数数ででののリリ

ススクク判判断断･･協協議議、、組組織織的的にに関関与与/支支援援）） 
「本事例について、A 市の母子保健主管課は、

児童福祉主管課に断片的な情報は伝えていたが、

それ以外の情報共有やケース検討には至ってい

なかった。児童福祉主管課が継続した経過はない。

通常、要支援妊婦や特定妊婦等の気になる妊婦を

認知した場合は、児童福祉主管課と母子保健主管

課の担当者等による会議にて、情報共有および支

援内容の検討等を行う。しかし本事例では実施さ

れず、一つの組織だけで対応する結果となった」、

「実母の入院後に、A 市は B 病院と電話連絡に

より情報共有を行っていた。しかし、実母との直

接的な接点はＢ病院が中心であった。A 市による

訪問や面接等による詳細な情報収集やアセスメ

ントの見直しという点は不十分であった」など 36
の記述より、〈原則徹底の不備（事実/現認確認、

複数でのリスク判断･協議、組織的に関与/支援）〉

という対応課題が抽出された。 
5）） 組組織織風風土土のの影影響響にによよるるリリススククのの過過少少評評 

「担当との面接時において、母から父への不満

などの訴えはなく、『父が協力的である』という

発言もあったが、実際には、面接の度に母は育児

に疲れている様子が見られていた。また、家庭訪

問の際にも家の中から声が聞こえるのに応答が

なかったり、留守番電話にも折り返しの連絡がな

かったりが続いていたが、行政機関を避けている

のではなく、母の性格からくる対応と課題を低く

評価する形で認識していた」、「役所は、保護者で

ある実母との関係を維持することを優先し、様子

を見る判断とした。その後 2 ヶ月間（様子を見る

のみで）動きがない状態のまま、結果として死亡

に至った」など 15 の記述より、〈組織風土の影響

によるリスクの過少評価〉という対応課題が抽出

された。 
6）） 事事業業のの質質をを担担保保すするる人人員員配配置置やや欠欠員員補補充充のの

不不足足 
「事案発生当時、要対協調整機関の業務を主に

担当する職員は 1 人であり、虐待対応業務の中核

を担う職員に欠員があった」、「要対協の登録事例

は多く、児童福祉担当部署では、一人当たりの担

当件数も年々増加している現状があり、拠点の整

備による増員後も、一人当たりの担当件数は、丁

寧な支援を行うだけのケース数を超えている。先

に職員の専門性の課題を指摘したが、駐在体制を

組む母子保健担当部署も含め、組織の課題と事例
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数に比較して、適正な職員数が確保されていない」

など 10 の記述より、〈事業の質を担保する人員配

置や欠員補充の不足〉という対応課題が抽出され

た。 
3．外外的的要要因因 
1）） 関関係係機機関関・・職職種種間間ににおおけけるる情情報報共共有有/リリススクク

判判断断体体制制のの不不備備 
「市の福祉分野と保健分野、市町村と児童相談

所は、児童虐待を未然に防ぐために情報共有や、

具体的な仕組み作りや体制を構築していなかっ

た」、「実母の退院から本児が退院するまで、約 1
か月半の期間があった。その間に B 病院は実父

母の本児への面会等から育児手技や母子の愛着

関係、夫婦関係等について把握し、A 市は家庭訪

問等を行い、退院後の育児環境を確認するなど、

役割を分担しつつ、相互に情報を共有していた。

しかし、その情報共有は電話連絡のみであり、カ

ンファレンスを実施した経過がない。実際に関係

者が集まり、機微な部分を含めた十分な情報共有

やリスクアセスメントを含めたアセスメントの

すり合わせ等が不十分であったと言える」など 36
の記述より、〈関係機関・職種間における情報共

有/リスク判断体制の不備〉という対応課題が抽

出された。 
2）） 関関係係機機関関・・職職種種間間ににおおけけるるリリススクク対対応応支支援援/

調調整整のの不不足足 
「母親は DV 歴のある交際男性との生活を始

めたり、交際男性に児を預けて夜間の仕事を始

めた。市や児童相談所などの各関係機関は危機

意識を共有し、それぞれの立場で見守りの強化 
と支援の継続を確認していた。しかし、夜間就

労を始めた時点で市は母に養育への懸念を伝え

るのみで具体的な支援策を取れなかった」、「こ

どもの養育に課題を伴うケースに対し、こども

の連携や役割分担についての意識、主担当機関

の位置づけが不明瞭であったため、在宅支援の

条件が崩れてきたときに主体的に判断する機関

が定まらず再協議のプロセスが持てなかった」

など 30 の記述より、〈関係機関・職種間におけ

るリスク対応支援/調整の不足〉という対応課題

が抽出された。 
3）） ハハイイリリススクク事事例例のの同同定定/モモニニタタリリンンググ/状状況況

変変化化へへのの組組織織横横断断的的なな体体制制のの不不備備 
「様々なリスク要因を抱える困難ケースにおい

て、市と児童相談所で綿密な連携が必要だったが、

状況が変化した際の情報共有、連携が不十分だっ

た」、「日々の情報共有だけでなく、状況の変化を

踏まえて、個別ケース検討会議を開催する必要性

があった。関係機関で一時保護を含め、母の負担

軽減のためのサービス（ヘルパー派遣、 ショー

トステイなど）の利用等、具体的な支援策につい

て協議していなかった」、「児童相談所、市母子保

健担当課、医療機関など複数の機関が継続支援し

ていたが、一時保護解除後、関係機関で情報が集

約、共有されていなかった」など 25 の記述より、

〈ハイリスク事例の同定/モニタリング/状況変化

への組織横断的な体制の不備〉という対応課題が

抽出された。 
 

Ⅳ．．考考察察 
分析の結果、個人特性、内的要因、外的要因に

あたる 12 の対応課題が抽出された。それらは、

介入特性である、エビデンスに基づくあるいは倫

理に基づく活動の課題であり、プロセス、即ち①

情報収集・アセスメント・計画、②実施・評価・

改善、③プロセス展開の基盤のいずれかに位置づ

く課題であった。以降、個人特性、内的要因、外

的要因の順に対応課題への今後の対策を考察す

る。 
個人特性においては、〈情報収集・アセスメン

トによるリスク判断の不足〉に該当する課題が、

全体を通して際立って多かった。2000 年に児童

虐待の防止等に関する法律（平成 12 年法律第 82
号）が制定され、国により、アセスメントほか虐

待対応についての「子ども虐待対応の手引き（以

下、手引き）」が何度も改正を重ねて示され 10）、

各種アセスメントツールも普及してきた 11）。こ

れらのエビデンスに基づいて対応しているにも

かかわらず、この課題の多さは、虐待対応におけ

るリスクの判断が、保健師個人にとって最も困難

であることを示唆している。合わせて、その前段

階には対象との信頼関係の構築、リスク判断後に

は危険予知に基づく助言・指導の課題があり、虐

待による死亡を予防するには、妊婦とその家族と

の初回対面時からの対応能力の向上が鍵となる

と考えられた。虐待が起こる家庭の特質には 10）、

家族の歴史や家族構成員の関係性、経済面などを

背景にした構造的な問題がある。非常に個別性が

高く限られた情報の中で、保健師には、事例の養

育状態や生活実態、および起こり得る問題をイメ

ージし予測する力が問われる。正解がない以上、

単一の方向性ではなく、複数の可能性を検討して
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臨む必要があるため、支援においては、単独では

なく、複数のアセスメントを合わせて臨める組織

的な体制を整備する必要がある。 
しかしながら、内的要因における対応課題は、

〈事例管理体制の不備（共通媒体/フローの開発/
使用、支援プロセスの定期報告・情報共有/協議・

振り返り/評価）〉、〈原則徹底の不備（事実/現認確

認、複数でのリスク判断/協議、組織的に関与/支
援）〉が順に多かった。これは、保健師個人を支

える組織の基盤の脆弱性が、虐待による死亡リス

クを高める可能性があることを示唆している。同

僚・上司との意見交換が少ない職場において支援

体制や社会資源に困難を感じる割合が高いとい

う調査結果もあり 12）、事例管理やリスク判断の

精度を上げるためには、組織としてエビデンスに

基づく公衆衛生の実践を展開できる体制の確立

が欠かせないと考える。また、対応課題として挙

がった〈組織風土の影響によるリスクの過少評

価〉、〈事業の質を担保する人員配置や欠員補充の

不足〉は、その背景となる要因と考えられる。多

少気になる事象に遭遇しても、たいしたことでは

ない、このぐらいなら大丈夫という正常化バイア

ス 13）によって心のバランスをとる認知的処理は、

誰にでも生じることである。しかし、虐待の危機

を見逃した背景には、行政の縦割り組織構造の中

で、事務作業を含む多くのルーティン業務に追わ

れる多忙な日常において、集団的な正常化バイア

スが働く職場や職能の組織風土があった可能性

は否定できないと考える。優先度の高い医療ニー

ズに対応する医療機関とは異なり、フォローを要

さない多数の一般の人を対象とする業務の特性

も、児のリスクよりも面識を持った母親との関係

性を優先しやすい状況を生み、危険察知を鈍化さ

せる要因となる可能性がある。このような状況の

回避のためには、虐待死亡という最悪の状態を想

定した事例管理体制の強化と、職場全体でのリス

ク察知力の向上に向けたトレーニングが必要と

考える。 
母子手帳交付時面接や乳幼児健診での問診で

は、アセスメントツール等を用いてスクリーニン

グが行われるが、未受診や転出入により当事者と

の対面の機会がない場合もあり、多様な事態を踏

まえた漏れのないリスク判断のための体制が求

められる。合わせて、リスクが判断された後に、

明確化された健康課題それぞれに対する適切な

支援/調整を行える体制の整備も必要である。虐

待対応においては、通告があれば緊急受理会議が

開催され、組織として対応方針が意思決定される。

しかし保健師は、通告に至る前に直接事例と接し

て感じた違和感、事例から発せられたちょっとし

た不安を把握した段階から支援ができる専門職

であり、予防の要となり得る。エビデンスに基づ

く公衆衛生の実践能力は、個人のみでなく組織レ

ベルでの獲得が必要であり 14）、意思決定の根拠

としてだけでなく、妥当な解決策を示すエビデン

スの活用が推奨されている 15）。このことからも、

虐待の予防を徹底するためには、保健師と関係多

職種がエビデンスに基づいて実践できるように、

組織的な能力開発体制の構築を推進する必要が

ある。 
外的要因としては、〈関係機関・職種間におけ

る情報共有/リスク判断体制の不備〉、〈関係機関・

職種間におけるリスク対応支援/調整の不足〉、

〈ハイリスク事例の同定/モニタリング/状況変化

への組織横断的な体制の不備〉と、一連のプロセ

スに渡る対応課題が多数挙がった。虐待死亡の検

証において、関係機関の課題については、関係機

関のリスク認識の希薄さ 16）が挙がっていること

から、すこやか親子 21（第 2 次）17）では、妊娠

期からの児童虐待防止対策における関係機関と

の連携強化が目標のひとつに掲げられ、手引き 10）

においても、単一の機関や職種のみでは対応でき

ないため協働が大切であり、その際には各機関の

機能や限界についても理解して、役割の分担や保

管し合うネットワークを構築することが必要と

述べられている。実際に上記のような課題が生じ

ていることから、責任の所在を明確にした体制整

備が急務である。現在は、「ほとんどの自治体に

要保護児童対策地域協議会が設置され、同協議会

を活用して関係機関が情報や援助方針を共有し、

支援につなげることが基本」10）であることから、

この運用とコーディネートの役割は、自治体に所

属し保健医療福祉に係る専門職である保健師が、

中心となって担うことが重要と考える。 
本研究の限界は、分析対象が、当該自治体や保

健師に直接インタビューして得たデータではな

く、取りまとめられた検証報告であり、データの

リッチさには限界があるという点である。今後、

追加のインタビューを行い、実践現場での詳細な

文脈を把握すれば、より具体的な改善策を検討で

きると考える。 
 

  大阪大学看護学雑誌 Vol.31 No.1（2025） 
ISSN 2189-8820 

i 

大大阪阪大大学学看看護護学学雑雑誌誌  第第31巻巻  第第1号号（（2025）） 
 

目目  次次 
 

原原  著著  論論  文文 

精神障害の子を持つ母親が家族会の会長をする経験：質的記述的研究 

岡本有紗・蔭山正子･････････････････････････････････････････････････････････ 

 

産前から児童虐待リスクを探索する公衆衛生看護技術―アセスメントツールのみで査定できない違

和感より― 

規家美咲・小出恵子・岡本玲子･･･････････････････････････････････････････････ 

 

  

研研  究究  報報  告告 

  暴力リスクのある精神科入院患者への看護師長の予防的対応から看護師が得た体験 

髙橋建司・大達 亮･････････････････････････････････････････････････････････ 

 

    医療の安全につながる患者の医療参加に関する65歳以上の市民への質問紙調査 

              谷地季子・大村優華・辻本朋美･･･････････････････････････････････････････････ 

 

    九州地区訪問看護事業所看護師が関わる地域在住者に役立つアドバンス・ケア・プランニング 

認知度とその関連要因：横断的研究 

              森木友紀・竹下悠子・勝久美月・齊前裕一郎・藤井美咲・糀屋絵理子・竹屋 泰････ 

 

    特定保健指導におけるエビデンスに基づく教材活用の公衆衛生看護技術:質的研究 

              村山加那子・村吉里恵子・岡本玲子････････････････････････････････････････････ 

 

    発達障害児の親に対する就学移行に向けた公衆衛生看護技術：質的研究 

              荒木 望・村吉里恵子・岡本玲子･･････････････････････････････････････････････ 

 

  虐待死亡検証報告にみる0歳31事例への自治体と保健師の対応課題 ～実装研究統合枠組みを用いた

分析～ 

              阿波屋咲季・小出恵子・岡本玲子･･････････････････････････････････････････････ 

 

72



 
 

Ⅴ．．結結語語 
今回、5 年分の児童虐待による死亡事例検証報

告のうち、保健師が関わった 0 歳児全 31 事例の

記述内容より、保健師と自治体の対応課題に着目

し、実装科学の CFIR 5 分類を枠組みに用いて分

析を試みた。その結果、個人特性（個人の能力・

資質）に 3 カテゴリ、内的要因（所属組織内の状

況、体制）6 カテゴリ、外的要因（関係機関・職

種の連携・協働、体制）3 カテゴリの対応課題が

抽出された。これらのカテゴリは、エビデンスに

基づく、あるいは倫理に基づく活動という介入特

性を持ち、かつプロセスの①情報収集/アセスメ

ント・計画、②実施・評価・改善、③プロセス展

開の基盤のいずれかに位置づく対応課題であっ

た。特に、個人要因の〈情報収集・アセスメント

によるリスク判断の不足〉、内的要因の〈事例管

理体制の不備（共通媒体/フローの開発/使用、支

援プロセスの定期報告・情報共有/協議・振り返り

/評価）〉、外的要因の〈関係機関・職種間における

情報共有/リスク判断体制の不備〉には、多くの記

述があったことから、虐待と虐待死亡の予防に向

けては、これらの課題に対する解決改善に向けた

支援方法の確立と体制整備の取り組みが急務と

考えられた。 
 
利利益益相相反反 
 本研究に関し、開示すべき COI 関係にある企

業・組織および団体等はありません。 
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